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鹿
手
袋
の
地
名
に
つ

い

て

　
鹿
手
袋
は
古
く
は
与
野
郷
高
鼻
庄
与
野
領
に
属
し
ま
し
た
。

鹿
手
袋
の
名
は
元
入
関
川
に
臨
ん
だ
袋
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名

が
お
こ
っ
た
と
み
ら
れ
、
袋
に
冠
す
る
に
鹿
手
と
し
た
の
は
、
尻
手
の

意
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
伝
説
に
よ
れ
ば
、
昔
畠
山
重
患
が
こ
の
地
で
鹿
を
獲
っ
て
、
そ
の

鹿
皮
で
手
袋
を
つ
く
っ
た
の
で
、
鹿
手
袋
と
い
う
名
が
お
こ
っ
た
と
い

い
つ
た
え
て
い
ま
す
。

又
大
昔
即
ち
原
始
時
代
の
ア
イ
ヌ
人
が
、
武
蔵
野
に
住
ん
で
い
た
頃
の

名
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
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さ
し
の
く
に
の
み
ち
こ

一
、
古
代
　
　
’
心
一
邪
志
国
造
と
鹿
手
袋

●

一
世
紀
か
ら
二
世
紀
に
か
け
て
、
西
日
本
を
中
心
に
多
く
の
小
国
家
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
三
世
紀
の
後
半

頃
か
ら
大
和
朝
廷
の
積
極
的
な
統
一
事
業
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
動
き
が
関
東
地
方
に
も
及
ん
で
き
た
の
は
、
四
世
紀

後
半
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
、
大
和
朝
廷
に
服
属
し
た
豪
族
の
首
長
た
ち
は
、
国
造
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に
武
蔵
国
に
は
、
ま
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１

ず
崇
神
天
皇
の
時
（
五
世
紀
の
中
頃
）
に
知
々
夫
国
造
が
置
か
れ
、
次
い
で
成
務
天
皇
の
時
、
£
邪
志
国
造
と
胸

剌
国
造
が
置
か
れ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

古
墳
の
分
布
か
ら
見
ま
す
と
ヽ
（
現
在
の
大
久
保
古
墳
群
や
土
合
古
墳
群
）
吏
邪
志
の
国
造
が
北
埼
玉
ヽ
南
埼
玉
ヽ

北
足
立
、
人
間
郡
な
ど
を
支
配
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
、
浦
和
市
城
内
も
そ
の
支
配
を
う
け
た
こ
と
が
う
な
づ
か
れ

ま
す
。

条
理
制
度
（
一
丁
田
）

　
大
化
の
改
新
（
大
化
二
年
一
月
、
六
四
六
牢
）
が
行
わ
れ
、
従
来
の
私
有
地
を
全
部
公
地
と
し
て
、
こ
れ
を
人
民

　
に
わ
か
ち
与
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
実
地
を
測
量
し
て
土
地
を
縦
横
に
区
画
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
条
理
制
と
い
い
、
区
画
の
時
に
は
南
北
を
条
、
東
西
を
里
と
称
し
、
土
地
を
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整
然
と

　
し
、
こ
れ
を
与
え
ま
し
た
。

一
条
理
の
標
準
的
な
広
さ
は
六
町
（
約
六
五
四
メ
ー
ト
ル
）
四
方
で
、
こ
れ
を
縦
横
に
そ
れ
ぞ
れ
六
分
し
て
三
六

区
画
に
分
け
、
一
区
画
を
坪
と
称
し
、
坪
を
さ
ら
に
十
等
分
し
て
一
段
歩
と
し
、
公
地
班
給
の
単
位
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
戸
籍
に
基
づ
い
て
六
歳
以
1
1
の
長
尻
に
は
男
に
二
段
、
女
に
は
そ
の
三
分
の
二
の
田
地
が
与
え
ら
れ
、
代
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ド

り
に
段
当
り
一
束
五
把
（
段
収
五
〇
束
）
の
租
税
を
収
め
る
こ
と
に
な
．
り
、
そ
れ
を
班
細
叙
授
法
と
呼
び
ま
し
た
Ｊ

こ
の
班
ｍ
の
第
一
回
が
終
わ
っ
た
の
は
、
五
年
後
の
白
維
三
年
一
月
で
あ
り
ま
七
だ
。

こ
う
し
た
条
理
坪
の
名
称
は
鎌
倉
時
代
以
後
戦
国
時
代
ま
で
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
の
地
名
は
今

日
な
お
残
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
土
合
の
主
な
と
こ
ろ
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
鹿
手
袋
村
の
小
字
　
　
　
壱
町
田

　
　
　
　
　
田
島
村
の
小
字
　
　
　
　
三
町
六
反

　
　
　
　
　
道
場
村
の
小
字
　
　
　
　
五
反
田

　
　
　
　
　
出
産
村
の
小
字
　
　
　
　
坊
敷

足
立
郡
と
浦
和
附
近
の
郷

　
七
世
紀
半
ば
に
大
化
改
新
に
よ
っ
て
中
央
や
地
方
の
政
治
方
針
が
確
立
し
ま
す
と
、
大
和
朝
廷
は
地
方
制
度
の
整

　
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
国
々
の
境
界
が
定
め
ら
れ
、
国
司
が
派
遣
さ
れ
、
各
国
に
は
郡
郷
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　
足
立
郡
の
郡
域
は
入
関
川
と
旧
荒
川
（
綾
瀬
川
）
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
し
た
。

　
武
蔵
の
郎
と
郷
は
い
っ
せ
い
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
地
域
の
開
発
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
郡
は
ハ
世
紀
半
ば
の
新
羅
郡
設
置
に
よ
る
武
蔵
国
内
二
十
一
の
郡
全
部
が
設
置
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
埼
玉

　
県
の
分
は
十
五
郎
で
し
た
。
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二
、
中
世
　
　
ハ
幡
神
社
（
前
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
武
士
が
勧
請
し
た
神
社
に
は
、
ハ
幡
・
鹿
島
・
香
取
・
諏
訪
な
ど
の
武
神
が
最
も
多
く
、
特
に
ハ
幡
神
社

　
　
　
　
　
　
　
は
源
家
の
氏
神
で
あ
っ
た
の
で
坂
東
一
円
之
を
勧
請
す
る
所
多
く
、
武
蔵
は
殆
ん
ど
到
る
所
其
の
鎮
座
を
見
る
に

　
　
　
　
　
　
　
い
た
り
ま
し
た
。
　
　
鹿
手
砂
の
神
社
は
、
二
六
七
番
地
に
存
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
む
だ
わ
け
の
み
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
祭
神
は
僻
目
別
尊
（
応
神
天
皇
）
で
、
天
皇
の
御
津
を
僻
田
別
尊
と
申
し
あ
げ
た
の
で
僻
田
別
の
天
皇
と
申
し
喬

　
　
　
　
　
　
　
げ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
り
ま
す
と
、
県
下
の
各
郡
に
殆
ん
ど
普
遍
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
鹿
手
袋
村
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
に
は
（
文
致
五
年
、
足
立
郡
一
八
二
二
年
）
神
社
と
し
て
ハ
幡
神
社
は
宝
泉
寺
の
持
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
県
の
北
足
立
郡
、
神
社
明
細
帳
に
は
、
無
格
社
、
ハ
幡
社
（
明
治
十
二
年
六
月
）
崇
敬
者
三
百
八
十
人
と

　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
境
内
神
社
と
し
て
稲
荷
社
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
一
年
十
月
十
五
日
、
法
人
登
記
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

板
石
塔
婆
（
高
沼
）

　
こ
れ
は
当
地
方
の
仏
教
信
仰
を
物
語
る
貴
重
な
も
の
で
、
服
部
清
五
郎
氏
の
「
板
碑
概
説
」
に
よ
れ
ぱ
、
そ
の
材

　
石
の
供
給
地
は
荒
川
の
沿
岸
地
帯
で
あ
っ
た
の
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
も
の
と
し
て
の
板
石

　
塔
婆
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
布
が
密
で
あ
り
初
期
の
も
の
が
多
く
存
在
し
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
武
蔵
型
の
中
心
地
で
あ
り
、
ま
た
発
祥
の

　
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ｔ
か
も
、
そ
の
形
式
、
内
容
と
も
よ
く
統
一
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
建
や
か
な
発
達
を
遂
げ
、
且
つ
そ
の

　
製
法
、
彫
刻
の
技
術
に
お
い
て
他
型
を
凌
駕
し
、
銘
文
、
種
子
な
ど
の
金
釘
流
の
書
体
は
、
剛
健
で
輯
達
の
当
時

･r;S←
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の
関
東
住
民
の
特
性
を
遊
吟
な
く
発
揮
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
の
石
材
が
緑
泥
片
岩
で
あ
り
、
俗
に
秩
父
青
石
と
い
わ
れ
、
風
雨
に
よ
く
堪
え
て
耐
久
力
強
く
、
光

沢
が
あ
っ
て
美
し
い
の
で
、
そ
の
発
展
を
な
さ
し
め
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
塔
婆
の
形
状
は
偏
平
で
長
方
形
、
頚
部
は
等
辺
三
角
形
で
、
頭
部
と
身
部
と
の
間
に
二
条
の
切
り
込
み
が
あ

っ
て
、
板
面
の
上
方
部
に
種
子
あ
る
い
は
仏
像
を
彫
り
、
下
方
に
紀
年
号
や
願
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で

あ
り
ま
す
。

現
在
、
鹿
手
袋
一
五
六
三
番
地
の
金
子
酬
三
宅
に
は
、
弘
安
年
代
（
一
二
七
八
年
？
コ
ー
八
七
年
）
の
弥
陀
三
尊

の
板
石
塔
婆
が
あ
り
ま
す
。

大
聖
不
動
堂
（
中
通
）

　
阿
弥
陀
三
尊
の
武
蔵
型
の
板
石
塔
婆
に
正
和
二
年
（
コ
ニ
コ
二
年
）
花
園
天
皇
当
時
の
年
号
が
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
明
治
十
二
年
六
月
の
北
足
立
郡
堂
庵
明
細
帳
に
よ
り
ま
す
と
、
真
言
宗
、
不
動
堂
は
、
本
尊
は
不
’
動
尊
で
、

　
境
匹
百
五
拾
六
坪
信
徒
十
九
人
と
あ
り
ヽ
間
口
三
間
ヽ
奥
行
弐
間
半
と
な
っ
て
い
ま
す
・

　
ま
た
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
村
民
持
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
動
堂
境
内
の
一
角
に
寛
政
九
年
三
月
（
一
七
九
七
年
）
と
書
か
れ
た
道
し
る
べ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
頃

　
に
は
村
の
東
方
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

東西南

江
戸
わ
ら
び

よ
の
か
わ
ご
へ

う
ら
は
い
わ
つ
き

Ｓ
圭
四

田口

　又
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　衛
蔵門
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こ
の
不
動
尊
は
、
足
立
百
不
遜
の
第
六
拾
七
番
に
当
っ
て
、
御
詠
歌
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
い
か
り
げ
の
　
し
っ
て
ぶ
く
ろ
の
　
ふ
ど
う
そ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
き
か
げ
に
も
　
　
す
て
ぬ
じ
ひ
し
『
ん

宝
泉
寺
（
中
通
）

　
こ
の
寺
院
の
創
立
は
、
花
園
天
皇
の
文
保
年
間
（
コ
ニ
ー
七
年
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
釈
義
真
言
宗
与
野
市
円
乗
院
未
婚
寿
山
安
楽
院
と
号
し
、
本
尊
は
薬
師
を
安
置
と
あ
り
ま
す
。

　
明
治
十
二
年
六
月
の
北
足
立
郡
寺
院
明
細
帳
に
は
、
本
堂
間
口
六
間
、
奥
行
弐
間
半
、
境
内
六
百
廿
三
坪
、
檀
徒

　
弐
百
八
十
人
と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
当
寺
は
北
足
立
八
十
ハ
ケ
所
霊
場
の
第
十
八
番
に
当
り
、
阿
波
国
恩
仙
寺
写
髭
手
袋
、
宝
泉
寺
の
御
詠
歌
と

　
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
こ
を
う
め
る
　
そ
の
ち
ち
は
は
の
　
を
ん
さ
ん
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ぶ
ら
ひ
が
た
き
　
こ
と
は
あ
ら
じ
な

　
ま
た
薬
師
本
尊
の
御
詠
歌
と
し
て

　
　
　
　
　
　
と
に
か
く
と
　
お
も
い
わ
ず
ろ
う
　
ひ
と
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
し
ち
か
い
の
　
い
ち
じ
る
き
か
な

　
と
あ
り
ま
す
。

　
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、
境
内
に
観
音
堂
の
銅
像
を
安
ず
と
あ
り
ま
し
て
、
当
時
第
六
世
の
僧
賢
良
が
境
内
よ

　
り
掘
り
出
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
今
は
こ
の
銅
像
は
あ
り
ま
せ
ん
。

－
－
－
－
－
－
－
－
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天
神
信
仰
（
前
通
）

　
天
神
様
は
笏
通
菅
原
迫
真
を
礼
、
た
も
の
で
、
文
字
詩
歌
の
神
と
崇
め
ら
れ
て
、
犬
神
詣
が
各
地
で
行
わ
れ
４
し

　
た
。

　
現
在
は
ハ
幡
神
社
の
境
内
右
側
に
祭
ｊ
っ
れ
て
い
ま
す
。

春
日
社
（
前
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と
　
あ
．
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と
ふ
つ
ぬ
し
の
み
こ
と

　
現
在
は
ハ
袖
神
社
境
内
の
右
側
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
祭
冲
ば
武
甕
面
詰
、
元
兇
屋
根
必
、
経
津
主
命
を
奉
じ

　
て
い
ま
す
。

日
月
宮
（
前
進
）

　
昔
か
ら
太
陽
を
畏
怖
の
対
象
と
し
て
、
太
陽
の
威
・
勺
の
前
に
尊
崇
の
情
を
捧
げ
、
バ
を
愛
情
の
対
象
と
す
る
こ
と

　
が
信
仰
化
し
て
「
お
ひ
ま
ち
」
「
さ
λ
や
ま
ち
サ
こ
日
待
、
月
待
の
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
待
」
は
古
く
か
ら
の
こ
と
ば
で
、
始
め
の
意
味
は
「
お
そ
ば
に
居
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
つ
ま
り
神
の
傍
に
居

　
て
と
も
に
夜
を
明
か
す
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
後
に
は
そ
れ
を
日
や
月
の
出
を
待
つ
こ
と
だ
と
考
え
る
よ
う
に

　
な
っ
て
、
夕
方
の
行
事
よ
り
も
頓
の
方
に
重
き
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
「
日
待
」
は
・
個
人
宅
で
行
い
、
餅
を
親
戚
な
ど
に
く
ば
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
、
　
　
￥

　
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
（
文
致
五
年
足
立
郡
）
に
よ
れ
ば
、
日
月
宮
は
村
の
鎮
守
で
宝
泉
寺
の
持
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
明
治
十
二
年
六
月
の
北
足
立
郡
神
社
明
細
帳
に
よ
れ
ば
無
格
社
の
日
月
桂
の
祭
神
は
大
日
要
貴
命
、
月
夜
見

　
兪
と
あ
り
、
崇
敬
者
三
百
八
十
人
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
室
町
時
代
に
人
っ
て
、
関
東
管
領
の
足
利
氏
と
そ
の
執
事
の
上
杉
氏
と
の
争
い
が
つ
い
に
関
東
動
乱
と

ｌ

●
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な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
聞
に
日
待
、
月
待
の
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
、
日
や
月
に
対
し
て
安
心
立
命
、
無
事
息
災

を
ね
が
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
一
年
十
月
十
五
日
法
人
登
記
済
に
な
っ
て
い
ま
す
。

牛
頭
天
王
社
（
前
通
）

　
牛
頭
天
王
は
、
一
名
武
塔
天
神
と
も
よ
ば
れ
、
又
の
名
は
素
々
鳴
尊
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
社
は
疫
病
を
免
が
れ
る
た
め
の
最
有
力
の
神
で
、
平
安
時
代
か
ら
ま
つ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
都
会

　
本
位
の
夏
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
「
，
水
神
の
祭
」
と
い
う
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
牛
頭
天
王
社
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に
「
ハ
坂
神
社
」
と
か
「
ハ
雲
神
社
」
と
改
称

　
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
天
王
社
は
現
在
は
ハ
幡
神
社
の
境
内
右
側
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
動
堂
境
内
の
墓
石
（
中
通
）

　
こ
の
墓
地
内
に
天
文
元
年
（
一
五
三
二
年
）
の
永
堀
豊
後
の
墓
石
が
あ
り
ま
す
。

宝
泉
寺
の
板
石
塔
婆
（
中
通
）

　
本
寺
に
は
板
石
塔
婆
二
基
が
あ
り
、
一
基
は
上
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
下
部
に
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
年
）
　
（
天

　
文
元
年
に
当
る
）
十
二
月
十
日
の
順
修
塔
婆
で
あ
り
（
塔
高
コ
ー
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
他
の
一
基
は
上
募
だ
妨

　
で
阿
弥
陀
一
尊
が
刻
さ
れ
塔
高
三
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
損
幅
二
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
前
記
の
も
の
よ
り
大
き
い
・

-y●-
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紀
州
鷹
場
と
鹿
手
袋
村

　
　
　
　
　
　
　
家
康
は
入
国
以
来
し
ば
し
ば
鷹
狩
り
に
事
を
寄
せ
て
領
内
を
巡
察
し
、
有
力
農
民
の
と
こ
ろ
に
休
泊
す
る
こ
と
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
徳
川
実
紀
を
見
ま
す
と
、
家
康
、
秀
志
、
家
光
は
戸
出
か
ら
浦
和
、
越
ケ
谷
、
大
宮
方
面
に
か
け
て
鷹
狩
り
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
鷹
場
は
は
じ
め
は
、
特
別
な
指
定
区
域
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
寛
永
五
年
（
三
代
家
光
当
時
、
一
六
二
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
公
仮
構
場
は
江
戸
よ
り
五
里
以
内
と
な
っ
て
、
浦
和
附
近
は
寛
永
十
年
（
コ
八
三
三
年
）
二
月
十
三
日
紀
州
候
の
鷹

　
　
　
　
　
　
　
場
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
定
め
ら
れ
た
指
定
区
域
は
、
指
扇
領
、
大
宮
領
、
木
崎
領
、
南
部
領
、
平
方
領
、
植
田
谷
領
、
小
室
領
、
赤
山
領
、

　
　
　
　
　
　
　
岩
槻
領
、
与
野
領
（
鹿
手
袋
村
を
含
む
）
桶
川
領
、
大
谷
領
の
二
百
十
二
カ
村
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
鳥
見
役
は
鷹
揚
領
主
の
支
配
の
実
務
者
で
、
鷹
揚
諸
村
を
巡
回
し
て
野
鳥
の
繁
殖
状
態
を
観
密
し
、
農
民
を
指
揮

　
　
　
　
　
　
　
督
励
し
た
り
、
時
と
し
て
は
探
索
を
行
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
の
で
、
鷹
場
領
主
は
鳥
見
役
に
権
威
を
与
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
は
、
紀
州
徳
川
頼
宜
郷
か
ら
鶴
見
役
を
兪
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
貞
宗
の
刀
と
御
紋
付
の
相
子
を
拝
領
し
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
た
扶
持
金
を
賜
わ
り
、
譜
代
な
み
の
格
式
が
与
え
ら
れ
た
と
星
野
権
兵
衛
由
緒
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
頼
宣
は
鷹
場
拝
領
後
直
ち
に
大
平
角
助
、
都
筑
善
九
郎
、
内
山
三
之
丞
の
公
儀
鳥
見
役
人
を
頼
ん
で
鷹
場
法
度
の

　
　
　
　
　
　
　
手
形
の
取
扱
い
を
お
こ
な
わ
せ
、
同
時
に
在
地
の
有
力
農
民
で
あ
る
会
田
平
左
衛
門
（
大
門
）
ハ
木
橋
七
兵
衛
（
大

　
　
　
　
　
　
　
宮
）
を
選
ん
で
、
こ
れ
に
加
え
た
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
鶴
見
役
は
次
第
に
在
地
有
力
農
民
に
切
り
替
え
た
ら
し
く
諸
記
録
に
は
公
儀
鳥
見
役
の
名
は
見
え
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
前
二
名
の
ほ
か
に
星
野
権
兵
衛
（
浦
和
宿
）
松
本
万
右
衛
門
、
北
沢
甚
之
丞
（
以
上
大
宮
宿
）
林
ハ
郎
右
衛
門
（

｜

ｌ

ｌ
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上
尾
宿
）
蓮
見
万
之
助
（
大
牧
村
）
小
沢
三
郎
兵
衛
等
の
名
が
見
え
ま
す
。

知
行
地

　
正
保
年
間
（
三
代
、
家
光
当
時
、
一
六
四
四
年
）
の
頃
は
、
水
野
出
雲
守
の
知
行
地
で
あ
り
ま
し
た
。

阿
弥
陀
堂
（
前
週
）

　
明
治
十
二
年
六
月
の
北
足
立
郡
堂
庵
明
細
帳
に
よ
り
ま
す
と
、
新
義
真
言
宗
宝
秘
寺
の
持
で
、
本
尊
は
弥
陀
如
来

　
で
、
間
口
三
間
．
，
奥
行
弐
間
、
境
内
百
六
拾
ハ
坪
、
信
徒
十
Ｔ
人
と
あ
り
ま
す
。

　
当
墓
地
内
に
正
保
四
年
（
一
六
四
七
年
）
の
弥
陀
一
尊
型
板
石
塔
婆
の
断
片
で
、
高
さ
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

　
も
の
が
あ
り
ま
す
。

宝
泉
寺
境
内
の
庚
申
塔
（
中
通
）

　
寛
文
九
年
（
四
代
家
編
当
時
、
一
六
六
九
年
）
二
月
の
庚
申
塔
は
、
高
さ
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
上
部
に

　
三
猿
を
刻
み
、
下
部
に
弥
陀
三
尊
が
あ
っ
て
、
鹿
手
植
同
行
と
彫
刻
し
て
あ
り
ま
す
。

検
　
地

　
鹿
手
袋
村
は
、
元
禄
三
年
（
五
代
、
細
書
当
時
（
二
八
九
〇
年
）
松
平
清
三
郎
、
八
木
仁
兵
衛
に
よ
っ
て
検
地
さ

　
れ
ま
し
た
。

-11-
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日
月
宮
の
御
神
体
の
ブ
よ
（
前
通
）

　
新
編
武
蔵
風
土
記
綴
に
は
、
有
価
の
郎
冲
体
の
衷
銘
に
元
禄
四
年
（
二
六
九
一
年
）
と
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
縦
三
七
・
じ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
四
ハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
本
の
板
の
裏
に
天
保
八
年
酉
三
月
吉
日
建
立

　
と
書
か
れ
、
仙
蔵
の
名
が
あ
り
ま
す
、

知
行
地

　
元
禄
十
一
年
（
二
六
九
八
年
）
に
中
山
勘
右
衛
門
、
永
見
背
防
守
に
よ
り
知
行
さ
れ
ま
し
た
。

高
沼
用
水
と
鹿
手
袋
村

　
高
沼
は
占
く
は
鴻
酒
と
書
き
、
現
在
の
与
野
服
下
落
合
か
ら
南
方
鹿
手
袋
に
達
す
る
。

　
長
さ
一
里
（
三
・
九
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
幅
二
町
（
〇
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
乃
至
五
町
（
〇
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

　
ル
）
の
酒
で
、
享
保
以
前
は
沿
岸
地
方
及
び
南
方
十
七
ケ
村
の
用
水
溜
井
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
沼
も
見
酒
代
用
水
路
の
竣
功
に
よ
っ
て
別
の
用
水
源
の
見
込
が
つ
い
た
た
め
、
享
保
十
四
年
幕
府
の
勘
定
役

　
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
は
、
先
づ
酒
の
周
辺
に
附
廻
堀
を
掘
さ
く
し
て
、
大
宮
の
西
方
一
帯
か
ら
沼
に
流
入
し
て
い

　
る
温
水
を
導
き
、
又
沼
の
巾
央
に
排
水
路
を
掘
さ
く
し
、
こ
れ
を
田
島
に
導
い
て
荒
川
に
接
続
さ
せ
、
溜
井
の
水

　
を
排
除
し
、
同
時
に
新
用
水
源
と
し
て
現
在
の
大
宮
市
北
袋
の
地
で
見
沼
代
用
水
路
を
分
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
同
年
か
ら
周
辺
の
下
落
合
、
中
里
、
大
戸
、
与
野
、
鈴
谷
、
西
堀
、
鹿
手
袋
、
関
な
ど
の
各
村
に
よ
｀

　
て
沼
内
が
開
拓
さ
れ
、
享
保
十
六
年
ハ
代
吉
宗
、
一
七
三
一
年
筧
播
磨
守
に
よ
っ
て
検
地
さ
れ
、
以
上
各
村
の
持

　
添
新
ｍ
と
さ
れ
ま
し
た
。

‘ｌ

ｌ
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江
戸
中
期
の
仏
師

ね
は
ん

ね
じ
や
か

西
堀
の
万
福
寺
に
あ
る
涅
槃
釈
尊
々
像
（
木
像
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
寝
釈
迦
」
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
作
者
は
鹿

手
袋
村
の
寺
尾
宇
兵
衛
氏
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
の
仏
師
の
作
と
し
て
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

庚
申
信
仰

　
庚
申
の
日
に
は
夜
眠
ら
ず
に
過
ご
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
説
は
、
も
と
道
教
の
教
え
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

　
れ
は
庚
申
の
夜
に
は
三
尺
の
虫
が
、
ね
ひ
っ
て
い
る
か
ら
だ
か
ら
脱
け
出
し
、
天
に
昇
り
、
天
帝
に
そ
の
人
の
罪

　
過
を
報
告
し
ま
す
の
で
、
こ
の
夜
は
あ
ら
ゆ
る
善
を
行
う
べ
き
だ
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
中
古
に
貴
族
社
会
に
受
け
い
れ
ら
れ
、
庚
申
の
夜
を
徹
し
て
か
た
り
合
い
、
酒
食
の
宴
を
催
す
風
習
と
な

　
り
、
こ
れ
が
今
日
の
庚
申
待
、
庚
申
講
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
は
「
申
待
」
（
さ
る
ま
ぢ
）
と
も
い
わ
れ
、
猿
を
神
の
使
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
腕
六
本
の
青
面

　
金
剛
を
碑
に
刻
む
よ
う
に
な
り
、
後
に
は
は
延
寿
、
楽
福
を
求
め
る
た
め
の
信
仰
と
な
り
ま
し
た
。

宝
泉
寺
境
内
の
宝
暦
の
庚
申
塔
（
中
通
）

　
宝
泉
寺
の
境
内
に
は
、
宝
暦
六
年
十
一
月
（
九
代
家
重
当
時
、
一
七
五
六
年
）
の
庚
申
塔
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
青
面
金
剛
と
三
猿
を
彫
っ
て
、
そ
の
右
側
に
は
宝
暦
六
丙
子
歳
十
一
月
、
奉
彫
刻
青
面
金
剛
と
あ
・
９
、

　
側
面
に
は
武
州
足
立
郡
与
野
領
鹿
手
袋
口
也
、
庚
申
講
発
起
長
堀
紋
右
衛
門
、
結
衆
男
女
四
十
八
人
と
あ
り
ま
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阿
弥
陀
堂
の
鰐
口
（
前
通
）

こ
の
鰐
口
は
直
径
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
表
面
に
左
の
彫
刻
文
が
あ
り
ま
す
。

　
　
奉
建
立
鰐
口
阿
弥
陀
堂
　
武
州
町
田
儀
右
敵
門
　
田
口
友
八
　
永
堀
治
右
衛
門
　
田
口
松
之
肋
　
田
口
論
七

宝
暦
十
二
年
十
二
月
吉
日

馬
頭
観
音
像
（
一
丁
田
）

　
一
面
ニ
。
Ｖ
合
掌
の
馬
頭
観
音
で
、
一
丁
田
の
庚
申
塔
の
左
前
に
あ
、
て
、
道
の
神
と
し
て
庚
申
塔
に
つ
い
で
数
が

　
多
い
。
四
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
、
天
明
十
一
年
施
主
平
右
衛
門
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

庚
申
様
（
一
丁
田
）

　
こ
の
庚
申
塔
は
高
さ
九
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
青
面
金
剛
と
三
猿
が
彫
刻
さ
れ
て
お
り
、
左
右
の
側
面
に
次
の
通

　
り
刻
っ
て
あ
り
ま
す
。

右
側
　
　
わ
ら
び
み
ち

左
側
　
　
よ
の
み
ち
　
皿

第
六
天
呻
社
（
中
通
）

正寛
月政
吉十

人州

‰
東
天

足
立
郡
与

講
中
　
　
田
口

　
　
同

喜浅竹野
左五六領
衛郎人鹿
手
袋
村

門母

こ
の
神
社
は
無
格
社
、
第
六
天
社
で
、
祭
｛
岫
融
ぶ
心
「
と
諮
孵
宍
拡
短
主
神
と
し
て
祭
り
、
境
内
八
十
一
坪
で
、

１
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崇
敬
者
三
百
八
十
人
と
明
治
十
二
年
六
月
の
北
足
立
郡
神
社
明
細
帳
に
書
か
れ
て
い
ー
す
。

こ
こ
の
第
六
天
様
は
高
さ
六
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
石
碑
に
火
六
天
宮

こ
の
神
社
は
、
火
災
、
盗
難
を
除
き
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
じ
よ
う
の
霊

各
で
す
。
昭
和
二
十
一
年
十
月
十
五
日
法
人
登
記
済
に
な
っ
て
い
．
ま
す
。

験人諸
あ法人
匹
皿
　
と
刻
っ
て
あ
り
ｔ
す
・

ら
た
か
と
さ
れ
て
い
る
の
で
有

稲
荷
神
社
（
前
通
）

　
室
町
時
代
に
武
家
の
実
際
勢
力
が
下
層
階
級
に
移
り
、
生
業
に
最
も
関
係
屎
い
神
と
し
て
稲
荷
神
社
を
祭
る
て
と

　
が
行
な
わ
れ
、
祭
神
は
五
穀
の
神
で
あ
る
食
稲
魂
（
う
か
の
み
た
ま
）
神
を
祭
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
農
耕
の
保
護
神
と
し
て
土
地
の
開
発
に
伴
っ
て
勧
請
す
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
後
期
に
は

　
県
内
で
□
二
五
六
社
と
い
う
最
高
の
鎖
座
敷
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
信
仰
は
京
都
伏
見
の
稲
荷
神
社
が
も
と
で
、
田
の
神
と
し
て
田
に
関
し
て
の
農
耕
儀
礼
の
信
仰
が
中
心
で
、

　
狐
は
捧
の
侠
い
と
考
え
て
各
戸
に
ま
つ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
稲
荷
神
社
は
前
通
の
ハ
幡
神
社
の
向
っ
て
左
側
に
あ
り
ま
す
。

文
致
年
間
の
戸
数

　
鹿
手
袋
は
高
鼻
庄
梶
野
郷
と

　
五
年
頃
の
戸
数
で
す
Ｊ

い
い

、
民
戸
四
万
七
と
新
編
武
蔵
風
土
記
偏
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
文
致

知
行
葦

　
文
政
五
年
頃
（
一
八
二
比
年
、
上
代
家
斉
当
時
）
は
、
中
山
長
門
守
、
永
見
健
次
郎
の
知
行
地
で
み
り
ま
し
た
。
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文
致
年
間
の
鹿
手
袋
村
の
小
名

新
編
武
蔵
風
土
記
縞
記
載
の
小
名
は
、
「
，
上
、
中
、
下
、
大
鹿
島
」
で
あ
り
ま
す
。

御
嶽
神
社

　
御
嶽
は
古
来
山
岳
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
御
嶽
講
が
諸
所
に
組
織
さ
れ
、
部
落
民
の
安
全
と
農
耕

　
の
繁
栄
な
ど
一
切
の
折
り
を
御
嶽
に
か
け
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
村
の
場
合
は
、
奥
多
摩
の
御
獄
山
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
社
は
現
在
ハ
幡
冲
社
の
右
側
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
信
淵
の
寓
居
（
前
通
）

　
信
淵
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
年
）
六
月
十
五
日
羽
後
国
雄
勝
郡
西
馬
音
内
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
父
、
信
季
に
従
っ
て
蝦
夷
地
探
索
の
途
に
上
り
、
彼
の
地
に
居
る
こ
と
ニ
カ
年
、
大
い
に
得
る
所
あ
っ
て
帰
国
し

　
秋
田
藩
主
に
蝦
夷
地
開
拓
の
こ
と
を
進
言
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
却
っ
て
怒
り
を
う
け
ま
し
た
の
で
、
諸
国
行
脚
の
旅
に
出
ま
し
た
。

　
天
明
四
年
（
一
七
八
四
年
）
八
月
父
は
足
尾
銅
山
で
歿
し
ま
し
た
。
こ
の
時
信
淵
は
十
六
歳
で
し
た
が
ヽ
父
の
遣

　
命
を
守
っ
て
江
戸
に
出
ま
し
た
’
槐
園
宇
田
川
玄
随
か
ら
草
木
鳥
獣
の
学
を
う
け
、
そ
の
上
和
蘭
の
学
ｉ
さ
づ
け
ら
れ
ま
レ
た
‘

　
そ
れ
か
ら
桐
斉
森
辰
蔵
か
ら
天
文
、
地
理
、
暦
学
、
測
量
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
ヽ
父
信
季
の
門
人
ヽ
林
子
平
と
海
防
を
論
じ
ヽ
又
郷
里
の
先
輩
平
田
篤
胤
と
神
道
国
学
の
こ
と
を
論
じ
－

　
又
長
崎
に
行
っ
て
兵
学
ヽ
医
学
を
学
び
、
そ
の
究
め
る
と
こ
ろ
農
政
に
経
済
に
実
に
博
学
で
あ
４
ま
し
た

’

　
そ
う
し
て
、
諸
藩
を
遊
歴
し
て
は
、
藩
政
の
改
革
に
当
り
、
或
は
医
術
を
業
と
し
、
神
道
の
学
頭
と
な
り
、
虞
４

　
著
述
に
従
事
し
、
そ
の
著
書
は
三
百
余
腫
、
八
千
巻
と
い
わ
れ
、
こ
の
間
に
佐
藤
家
四
代
相
伝
の
農
政
経
済
学
々

参 s
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大
成
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
じ
た
藩
政
の
改
革
に
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
年
）
十
九
歳
で
、
そ
の
師
宇
田
川
玄
随
に
従
っ
て
作
州
津
山

藩
に
赴
き
、
遍
く
領
内
を
巡
視
し
気
候
の
寒
暖
、
土
地
の
剛
柔
、
風
俗
の
異
動
を
し
ら
べ
て
「
弊
政
改
革
記
」
を

あ
ら
わ
し
候
に
献
じ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
年
）
二
十
三
歳
の
時
、
久
留
米
藩
有
馬
候
の
大
夫
播
磨
氏
の
紹
介
で
、
信
淵

は
「
論
筑
後
阿
水
害
」
を
有
馬
候
に
献
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
年
）
に
は
毛
利
候
三
田
尻
の
開
拓
を
し
「
勢
子
石
の
法
」
を
伝
え
、
上
総
一

の
宮
藩
加
能
候
の
ま
ね
き
に
よ
っ
て
百
姓
一
揆
を
し
ず
め
、
東
海
岸
漁
村
の
た
め
「
漁
村
維
持
法
」
を
講
じ
、
文

致
四
年
（
一
八
二
ー
年
）
に
は
徳
島
藩
老
臣
集
堂
の
幕
僚
と
な
り
海
防
を
講
じ
、
「
西
洋
列
国
史
略
」
を
著
わ
し
、

更
に
「
三
銃
用
法
」
（
三
巻
）
‘
「
防
海
策
」
「
鉄
砲
理
論
」
（
三
巻
）
を
著
わ
し
、
或
は
自
走
大
船
の
実
験
を
し
、

大
砲
鋳
造
を
た
す
け
ま
し
た
。

ま
た
、
若
年
寄
の
堀
田
正
教
に
ま
ね
か
れ
て
兵
学
を
講
じ
「
自
走
大
船
」
を
さ
し
あ
げ
ま
し
た
。

天
保
三
年
（
Ｔ
八
三
二
年
）
三
河
藩
ｍ
原
候
の
請
に
応
じ
て
領
内
を
巡
歴
し
て
「
耕
種
法
」
を
講
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
年
）
丹
波
綾
部
候
の
諮
問
に
応
じ
て
「
物
価
余
論
」
を
献
じ
、
同
年
領
内
を
巡

視
し
て
「
遊
歴
記
事
」
を
著
わ
し
、
相
互
扶
助
講
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
積
立
金
給
与
の
「
泉
源
法
」
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
二
十
歳
よ
り
六
十
歳
ま
で
の
者
を
夜
間
業
務

の
余
暇
を
利
用
し
て
繩
を
な
い
、
草
槌
を
作
り
、
管
理
者
が
こ
れ
を
集
め
て
金
に
し
、
講
に
納
め
、
耕
作
資
金
の

融
通
を
計
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
現
在
の
農
村
組
合
の
姶
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
は
信
淵
の
行
っ
た
藩
政
改
革
の
実
際
で
あ
り
、
先
生
の
学
は
単
な
る
理
論
で
は
な
く
あ
く
ま
で
勧
業
済
民
の

実
際
遊
で
あ
り
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
笈
を
負
っ
て
遊
歴
す
る
こ
と
四
十
六
カ
国
に
及
ん
で
い
ま
す
。

文
化
五
年
（
一
ハ
○
八
年
）
四
十
歳
で
「
西
洋
列
国
史
略
」
ま
た
文
化
六
年
四
十
一
歳
で
「
肪
海
策
」
を
著
わ
し

ま
し
た
。

文
化
十
一
年
四
十
六
歳
の
時
、
江
戸
に
出
て
神
迫
力
吉
川
源
十
郎
の
学
頭
と
な
り
、
各
地
に
講
談
所
を
設
け
て
、

そ
の
普
及
に
当
り
ま
し
た
。

そ
の
中
、
同
志
の
間
に
紛
争
が
お
こ
や
、
関
係
者
一
同
奉
行
所
の
吟
味
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
、
信
淵
は
学

肇
の
責
任
を
以
っ
て
罪
を
一
身
に
負
い
、
江
戸
払
い
の
兪
を
う
け
ま
し
た
1
0

そ
こ
で
、
信
淵
は
、
上
総
国
船
橋
に
居
り
ま
し
た
が
、
後
深
川
ハ
格
言
境
内
に
移
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
学
究
の
意
気
益
々
盛
ん
な
信
溺
は
、
後
、
氷
期
藤
五
郎
（
現
在
の
永
期
文
司
氏
宅
）
方
へ
参
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
も
信
淵
は
三
河
田
原
候
、
丹
波
綾
部
候
の
も
と
め
に
よ
っ
て
藩
政
を
改
革
し
、
後
江
戸
に
出
て
開
港
の
こ

と
を
論
議
し
ま
し
た
。

当
時
は
開
港
論
が
さ
わ
が
し
く
、
丁
度
英
国
の
モ
リ
ソ
ン
日
本
漂
流
民
の
護
送
の
名
を
も
っ
て
貿
易
を
我
が
国
に

要
求
し
ま
し
た
。

幕
府
は
、
こ
れ
に
対
し
打
払
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
渡
辺
輩
出
、
高
野
長
英
、
佐
藤
信
淵
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
国
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
無
謀
な
こ
と
を
す
る

こ
と
以
、
後
日
の
た
め
大
変
憂
慮
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
華
山
は
「
，
慎
概
論
」
長
英
は
「
夢
物
語
」
信
淵
は
「
夢

々
物
語
」
を
著
わ
し
て
、
同
志
に
伝
え
幕
府
の
頑
冥
を
鼠
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
華
山
と
長
英
は
捕
え
ら
れ
て
嶽
に
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。

信
淵
は
時
に
七
十
一
歳
で
あ
り
、
天
保
十
年
（
二
八
三
九
年
）
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

ｆ
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こ
の
時
、
そ
の
門
下
生
塩
谷
宕
陰
の
深
夜
の
密
告
に
よ
っ
て
、
信
淵
は
再
び
鹿
手
袋
に
退
居
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
信
淵
は
父
祖
相
伝
の
勧
業
済
民
に
力
を
尽
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
ヽ
鹿
手
袋
へ
藍
や
な
た
ね
の
つ
く
ｈ
ハ
方
を
教
え
短
冊
型
苗
代
法
、
桑
園
の
実
際
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。

天
保
の
末
、
幕
府
の
捜
査
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
儒
淵
は
土
合
か
ら
三
室
の
関
野
家
（
現
在
関
野
与
一
）

へ
移
り
、
こ
こ
で
ー
、
二
年
を
過
ご
し
、
そ
の
間
は
附
近
の
者
へ
適
地
適
作
の
指
導
を
さ
れ
、
再
び
土
合
の
鹿
手
袋

へ
も
ど
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
寓
居
は
、
水
捌
家
の
東
北
隅
の
二
階
で
し
た
が
、
老
と
貧
に
耐
え
な
が
ら
、
天
下
国
家
を
憂
え
、
勧
業
済
民

の
実
際
道
に
専
念
し
、
し
か
も
次
の
よ
う
な
大
著
述
を
な
し
遂
げ
た
こ
と
に
対
し
て
全
く
頭
が
さ
が
り
ま
す
。

　
　
　
内
経
緯
記
、
物
価
余
滴
、
別
本
物
価
余
滴
、
農
政
字
解
嘲
弁
、
秘
伝
種
樹
園
法
、
腫
樹
園
法
並
秘
奥
、
子

　
　
　
虚
に
答
へ
た
る
復
古
法
、
復
古
法
概
言
、
養
蚕
要
記
、
農
政
学
解
嘲
、
復
古
法
問
答
書

現
在
、
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
に
は
、
弥
高
文
庫
と
し
て
鹿
手
袋
村
で
書
か
れ
た
原
本
が
多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
本
を
見
ま
す
と
「
経
済
問
答
」
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
に
は
、
弘
化
四
丁
末
之
年
正
月
十
五
日
と
あ
り
、

武
州
足
立
郡
鹿
手
袋
村
、
椿
園
佐
藤
巨
祐
信
仰
と
言
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
信
仰
は
匹
子
袋
で
書
い
た
も
の
に
は
、
そ
の
巻
末
に
必
ず
武
州
足
立
郡
鹿
手
袋
村

と
書
き
「
隠
士
、
佐
藤
信
淵
書
」
「
隠
者
、
佐
藤
元
海
儒
淵
崖
述
」
「
椿
園
、
佐
藩
儒
淵
元
海
甫
」
「
椿
園
、
佐

藤
信
淵
」
の
よ
う
な
号
、
通
称
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
儒
淵
は
、
元
海
と
か
椿
園
と
号
し
、
通
称
は
百
祐

と
い
っ
た
か
ら
で
て
。
儒
淵
は
、
後
江
戸
に
帰
り
、
そ
の
子
分
庵
と
同
棲
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
嘉
永
三
年
（
一

八
五
〇
年
）
八
十
二
歳
で
一
月
六
日
に
卒
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
浅
草
松
応
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
杉
並
区

高
円
寺
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
ｌ
ｌ
－
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明
洽
十
五
年
六
月
三
日
王
五
位
今
辿
賠
さ
れ
、
明
治
四
十
二
年
に
ヂ
ｍ
篤
胤
と
と
も
に
、
秋
田
県
秋
田
市
干
杖
公

園
内
の
弥
高
神
社
（
元
、
秋
ぶ
県
県
社
）
に
政
治
、
経
済
、
哲
学
、
天
文
、
兵
学
、
医
学
、
鉱
山
拓
殖
、
治
水
の
農

政
学
者
と
し
て
、
現
在
は
学
問
の
神
佐
藤
大
人
命
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
月
宮
の
鰐
口
と
力
石
と
供
養
塔
（
前
通
）

　
日
月
宮
の
鰐
口
（
直
経
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
は
、
左
の
彫
刻
文
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
上
部
に
奉
納
日
月
神
、
右
側
に
天
保
ハ
四
年
三
月
、
左
側
に
武
州
足
立
郡
鹿
手
袋
村
願
主
西
田
口
又
兵
衛
と
あ
’
り

　
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
月
宮
境
内
に
左
の
高
さ
一
七
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
供
養
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。

表
面
に
は

月
　
山

湯
殿
山

一
羽
黒
山

坂
東
西
国
　
供
養
塔

秩
父

_ 、 ． _ Ｊ

と
刻
し
て
あ
り
、

右
側
面
に
は
武
州
足
立
郡
真
野
領
鹿
手
袋
村
、
願
主
西
田
口
又
兵
衛
（
こ
れ
は
西
の
家
を
示
し
た
も
の
）
左
側
面

に
、
天
保
九
成
年
（
一
八
三
八
年
）
四
月
吉
日
建
立
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
社
殿
の
東
側
に
力
石
一
個
、
社
前
に
三
個
あ
っ
て
、
そ
の
一
個
に
田
口
要
蔵
の
名
が
あ
り
ま
す
・

阿
弥
陀
堂
の
幟
型
の
釈
迦
誕
生
仏
花
堂
用
幕
（
前
通
）

四
月
八
日
の
お
松
一
心
様
の
誕
生
日
に
誕
生
仏
へ
甘
茶
を
か
け
て
農
民
の
重
要
な
祭
日
と
し
、
農
耕
の
害
虫
の
駆
除
な
ど
や

健
康
を
析
り
ま
す
。
（
実
際
阿
弥
陀
堂
で
は
五
月
八
日
）
こ
の
花
堂
用
幕
に
は
、
赤
地
に
左
の
文
が
毛
筆
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。

１
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誕
生
仏
花
堂
用
幕
　
　
嘉
永
二
歳
次
己
四
季
―
ふ
苗
田
氏
寄
附

　
　
　
　
武
州
足
立
郡
鹿
手
袋
邨
上
之
寮
什
物
　
　
誕
生
木
仏
但
筥
人

な
お
こ
の
祭
日
に
は
、
つ
つ
じ
や
藤
の
花
を
か
ざ
り
ま
す
。

四
月
八
日
の
日
に
は
、
地
獄
絵
二
枚
、
極
楽
絵
図
（
金
泥
の
寝
釈
迦
絵
中
央
に
あ
り
）
　
一
枚
を
か
ざ
り
、
あ
ま
ち

や
を
出
し
ま
す
。
老
婆
は
こ
の
甘
茶
で
目
を
洗
う
と
な
芦
る
と
持
っ
て
帰
り
ま
す
。

一
、
近
、
代
　
　
明
治
五
年
以
降
の
町
村
制

　
　
　
　
　
　
　
明
治
五
年
以
降
の
町
村
制
に
つ
い
て
は
、
大
区
、
小
区
に
分
け
、
保
長
、
百
姓
代
、
伍
長
等
を
残
し
な
が
ら
、
新

　
　
　
　
　
　
　
た
に
正
副
戸
長
が
置
か
れ
、
準
官
吏
と
し
て
給
料
を
支
給
さ
れ
、
行
政
制
度
の
中
央
集
権
化
が
町
村
に
ま
で
及
ん

　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
一
方
民
費
制
の
採
用
に
よ
る
税
制
の
若
干
の
改
革
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
徴
収
は
旧
来
の
宿
村
の
組
織
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
九
年
一
月
一
日
現
在
の
鹿
手
袋
村

　
　
税
　
地
　
　
ｍ
四
拾
町
七
反
七
畝
拾
七
歩

　
　
　
　
　
　
　
野
五
反
九
畝
三
歩

畑
拾
七
町
三
反
弐
畝
弐
拾
七
歩

総
計
五
拾
八
町
六
反
九
畝
拾
七
歩

本
籍
五
拾
壱
戸
　
社
谷
只
平
社
　
寺
谷
戸
（
新
義
真
言
宗
一
宇
、
堂
二
字
）
簒
計
五
拾
七
戸

男
百
六
十
壱
口
　
　
女
百
五
拾
五
日
　
　
総
計
三
百
拾
六
口

牝
馬
二
頭

耕
作
船
三
拾
五
鯉
　
荷
卓
二
輛
小
車

－戸

数

人

口

牛

馬

舟

車
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神
　
社
　
　
ハ
播
社
平
社
大
柄
和
気
尊
を
祭
る

　
　
　
　
　
日
月
宮
平
社
天
照
大
神
を
祭
る

第

j_

ハ
天
社
平
社
面
足
愈
を
祭
る

仏
　
寺
　
　
宝
泉
寺
　
　
新
義
真
言
宗
　
　
観
音
堂
　
　
不
動
堂

物
産
　
米
四
百
石
（
内
二
百
四
十
石
輸
出
）
大
麦
五
拾
七
石
　
大
豆
拾
九
石
盾
千
五
百
枚
輸
出

　
　
民
　
業
　
　
男
女
島
を
専
と
し
傍
訊
一
を
編
む
を
業
と
す

な
お
、
こ
の
年
の
鹿
手
袋
の
副
戸
長
は
田
口
伊
右
衛
門
、
永
堀
藤
太
郎
と
な
っ
て

い

ま
す
。

明
治
十
一
年
七
月
の
郡
区
町
村
編
成
法
の
実
施

　
明
治
十
一
年
七
月
郡
区
町
村
編
成
法
を
発
布
し
、
従
来
の
区
割
を
廃
し
、
郡
町
村
を
置
き
、
従
来
の
区
長
、
戸
長

　
を
止
め
て
、
毎
郡
若
く
は
致
郡
に
郡
長
一
名
を
置
き
、
地
方
長
官
の
指
揮
を
受
け
、
法
律
命
令
を
部
内
に
執
行
し
、

　
及
び
部
内
の
行
政
事
務
を
掌
理
せ
し
め
、
又
毎
町
村
若
く
は
数
町
村
を
併
合
し
て
戸
長
を
置
き
、
地
方
長
官
の
監

　
督
を
受
け
て
戸
籍
、
兵
事
、
学
事
の
事
務
を
掌
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
県
に
お
い
て
は
明
治
十
二
年
三
月
を
以
て
開
法
を
実
施
し
、
従
来
の
区
を
廃
止
し
て
部
に
郡
役
所
を
置
き
ま
し

　
た
。
そ
れ
は
北
足
立
、
新
座
郡
役
所
を
北
足
立
郡
浦
和
宿
に
設
置
し
、
外
に
十
七
郡
に
九
つ
の
郡
役
所
を
設
置
し

　
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
独
立
で
き
な
い
町
村
は
連
合
を
設
け
さ
せ
、
明
治
十
七
年
七
月
に
な
っ
て
、
数
町
村
併
合
の
戸
長
役
場
は

　
某
役
場
位
置
の
町
村
名
を
用
い
て
某
併
合
戸
長
役
場
と
称
え
さ
せ
ま
し
た
。

「
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ｔ

明
治
十
二
年
七
月
二
十
四
日
の
鹿
手
袋
村

　
当
時
は
、
沼
影
村
、
別
所
村
、
鹿
手
袋
村
の
併
合
役
場
位
置
は
、
沼
影
村
二
九
番
地
で
、
戸
長
は
沼
影
村
、
細
淵

　
加
兵
衛
で
あ
り
ま
し
た
。

明
治
十
四
年
の
鹿
手
袋
村

　
明
治
十
四
年
十
二
月
七
Ｂ
、
戸
長
編
淵
加
兵
衛
が

　
す
。

　
　
郡

北
足
立
郡

鹿
手
袋
村
　
・

ｉ村

明
治
十
五
年
、
胆
六
年
の
鹿
手
袋
村
の
戸
長
代
理

明
治
十
五
年
　
　
村
田
幸
造

新北
Ｊ
郡
長
天
野
三
郎
へ
報
告
し
た
村
字
届
書
は
次
の
通
り
で

字耐野

方ｶ似
スニ

沼タ

　マ

明
治
十
六
年
　
田
口
文
壽
郎

ヒ
ツ
毅

ヌ
マ

沼

（
現
在
は
櫃
沼
）

明
治
十
七
年
七
月
の
鹿
手
袋
村

　
当
時
の
戸
長
役
場
を
示
し
ま
す
と
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
白
幡
村
（
白
幡
、
根
岸
、
別
所
、
辻
、
文
蔵
、
沼
影
、
、
鹿
手
袋
）
と
な
り
、
そ
の
名
称
は
役
場
所
在
地
名
を

　
　
　
用
い
、
白
輛
村
戸
長
役
場
と
剔
へ
、
同
時
に
従
来
の
戸
長
選
挙
規
則
を
や
め
て
、
官
選
と
し
ま
し
た
。
こ
う

-11-
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し
て
二
十
一
年
ま
で
持
続
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
県
内
で
単
独
で
役
場
を
設
置
し
た
も
の
は
二
九
、
併
合
し
て
役
場
を
設
蓋
し
た
も
の
二
九
八

（
そ
の
内
に
包
含
さ
れ
た
町
村
は
一
八
八
四
）
合
計
三
百
二
十
七
戸
長
役
場
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
二
十
一
年
四
月
の
市
制
、
町
村
制
公
布

　
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
翌
二
十
二
年
町
村
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
併
合
し
来
っ
た
町
村
は

　
な
る
べ
く
之
を
合
し
て
一
町
村
と
し
、
こ
れ
に
依
り
難
い
も
の
は
、
凡
そ
戸
数
三
百
戸
か
ら
五
百
戸
を
以
て
一
町

　
村
区
域
と
し
ま
し
た
。

明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
、
土
合
村
設
置

　
南
本
宿
、
田
島
、
鹿
手
袋
、
西
堀
、
関
、
町
谷
、
新
開
、
栄
和
、
道
場
、
中
島
、
出
産
の
十
一
村
を
合
併
し
て
、

　
あ
ら
た
に
土
合
村
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
村
名
は
当
初
県
案
で
は
関
係
村
中
大
村
で
あ
る
ｍ
島
村
の
旧
村
名
を
採
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
各
村
の
強

　
い
希
望
に
よ
っ
て
十
一
村
を
合
せ
た
土
合
村
と
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

村
会
議
員

　
永
堀
藤
五
郎
（
任
期
、
明
治
二
十
五
年
八
月
よ
り
同
四
十
年
四
月
ま
で
）
鹿
手
袋
二
六
七

　
阻
□
増
蔵
（
″
　
　
明
治
三
十
四
年
五
月
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
″
　
六
四
一

ｔ

ゝ

ｆ

尹
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閑
院
宮
載
仁
親
王
殿
下
土
合
に
御
米
泊

　
陸
軍
犬
演
習
の
た
め
、
明
治
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日
及
び
二
十
三
日
閑
院
宮
載
仁
親
王
殿
下
、
当
時
陸
軍
騎
兵

　
大
尉
と
し
て
秋
季
演
習
に
御
参
加
さ
れ
、
鹿
手
袋
六
〇
一
番
地
村
田
玉
次
郎
方
に
御
宿
泊
さ
れ
ま
し
た
。

田
口
倉
吉
氏
の
碑
（
中
通
）

　
明
治
三
十
七
年
一
月
八
日
（
一
九
〇
四
年
）
田
口
倉
吉
氏
第
一
軍
に
従
い
、
各
所
で
転
戦
し
、
病
を
得
て
病
没
し
ｔ

　
し
た
碑
が
不
動
堂
前
に
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
魚
料
理
店
万
店
（
高
沼
）

　
万
店
は
鹿
手
袋
一
五
二
九
番
地
に
あ
っ
て
経
営
者
は
金
子
酬
三
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
こ
の
万
店
は
明
治
十
九
年
に
大
戸
地
内
で
先
代
の
金
子
萬
蔵
が
一
五
二
九
の
三
に
は
じ
め
た
も
の
で
、
農
業
の
・
｀
’
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

ー

　
た
れ
ら
特
産
の
川
魚
特
に
鰻
鮫
な
ど
の
料
理
を
つ
く
り
、
天
飽
羅
又
は
う
ど
ん
、
酒
等
を
街
道
往
来
の
旅
客
に
．
弧

　
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
三
十
七
年
寅
の
日
に
現
在
の
鹿
手
袋
に
移
転
し
た
と
の
話
で
、
当
時
の
旅
人
は
、
志
木
、
所
沢
方

　
面
か
ら
荷
馬
車
、
荷
車
で
浦
和
に
米
の
運
搬
に
行
く
途
中
、
当
店
で
休
息
し
て
帰
り
に
は
肥
料
な
ど
を
購
入
し
て

　
又
立
寄
っ
て
休
息
し
た
こ
と
が
昭
和
七
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
更
に
そ
の
頃
の
当
地
は
車
は
別
所
沼
、
西
は
鴻
沼
悪
水
用
水
で
、
荒
川
の
流
水
も
近
く
一
望
茫
々
と
し
た
水
郷

　
で
、
鴻
沼
で
は
鰻
、
鯨
が
た
く
き
ん
と
れ
ま
し
た
。

　
そ
Ｑ
後
野
趣
ゆ
た
か
な
万
店
の
料
理
は
釣
魚
客
、
ハ
ン
タ
ー
の
間
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
都
の
文
人
墨
客
も
来
ら
れ
＆

　
よ
う
に
な
っ
て
八
十
年
の
間
、
万
店
は
父
母
か
ら
受
け
つ
い
だ
素
朴
な
誠
実
奉
仕
の
精
神
を
守
り
統
け
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
・



「

土
合
村
長

　
明
治
四
十
年
一
月
十
四
日
よ
り
同
四
十
二
年
二
月
十
八
日
ま
で
二
年
一
ケ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
口
文
壽
郎
＾
文
久
二
匹
八
万
２
１
Ｊ
生
゛

　
明
治
四
十
二
年
二
月
二
十
五
日
よ
り
同
四
十
三
年
三
月
三
十
日
ま
で
一
年
一
ケ
月

永
堀
藤
五
郎
＾
弘
化
二
｛
Ｅ
Ｅ
Ｊ
心
四
生
゛

土
合
の
大
水
害

　
明
治
四
十
年
八
月
中
旬
東
北
の
風
強
く
霖
雨
連
日
十
五
日
に
至
り
増
水
甚
だ
し
く
、
荒
川
及
び
堤
外
は
上
流
か
ら

　
の
急
激
な
増
水
で
濁
流
渦
を
巻
き
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
は
名
状
で
き
な
い
程
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
警
鐘
が
乱
打
さ
れ
、
各
字
か
ら
村
民
が
荒
川
堤
防
に
参
集
し
、
応
急
措
置
と
し
て
土
嚢
を
造
り
堤
防
補

　
強
に
死
力
を
尽
し
溢
水
と
堤
防
の
崩
壊
を
防
ぎ
ま
し
た
が
、
植
水
村
の
島
根
、
三
条
の
ニ
カ
所
の
堤
防
が
決
潰
し

　
堤
内
、
人
家
に
怒
涛
の
よ
う
に
流
れ
こ
み
、
更
に
松
本
地
先
の
堤
防
も
崩
壊
し
土
合
村
内
は
北
と
南
か
ら
水
攻
め

　
と
な
り
、
み
る
み
る
う
ち
に
村
内
全
域
が
泥
海
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
電
激
的
早
さ
に
村
民
は
周
章
狼
狽
し
、
な
に
を
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
た
め
に
家
財
道
具
等
の
流
出
が
夥
し

　
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
堤
外
で
は
、
家
に
避
難
出
来
ず
、
本
に
登
り
助
け
を
求
め
る
人
も
あ
り
、
荒
川
堤
防
の
補
強
工
事
に
従
事
中
の
水

　
防
員
も
あ
ま
り
の
急
激
な
増
水
の
た
め
命
か
ら
が
ら
家
に
逃
げ
帰
っ
た
人
々
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

次
に
村
民
の
救
援
に
は
、
近
隣
町
村
か
ら
焚
出
し
、
又
は
飲
料
水
等
を
小
舟
に
よ
っ
て
各
家
に
届
け
た
の
で
そ
の

　
救
護
班
の
活
動
は
容
易
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
更
に
明
治
四
十
三
年
八
月
二
日
よ
り
細
雨
連
日
九
日
に
豪
雨
、
十
日
に
暴
風
雨
と
な
り
、
関
東
地
方
全
域
に
大
洪

●

￥
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水
が
お
こ
り
ま
し
た
。
土
合
の
水
防
活
動
は
、
明
治
四
十
年
と
同
様
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
雨
量
が
甚
だ
し

く
村
民
は
荒
川
堤
防
を
三
尺
（
〇
・
九
〇
九
メ
ー
ト
ル
）
程
度
高
か
め
た
築
堤
を
し
ま
し
た
が
、
水
位
は
上
昇
す

る
ば
か
り
で
、
つ
い
に
溢
水
し
て
非
常
に
危
険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
、
指
扇
村
の
宝
来
の
堤
防
が
大
決
潰
し
た
の
で
、
数
時
間
で
大
久
保
、
土
合
村
及
び
隣
村
は
泥
海
と
な
り

ま
し
た
。

荒
川
堤
防
に
近
い
家
程
水
位
が
高
く
、
六
尺
か
ら
ハ
尺
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
田
畑
の
被
害
は
甚
大
で
、
農
作
物
は
収
穫
皆
無
と
な
り
、
土
地
家
屋
流
失
に
よ
り
無
財
産
と
な
っ
た
人

が
相
当
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

村
会
議
員

　
ｍ
□
幸
左
衛
門
　
（
任
期

　
田
口
文
壽
郎
（
　
″

　
永
堀
藤
三
郎
（
″

　
田
口
文
専
郎
（
　
″

明
治
四
十
年
四
月
よ
り
同
四
十
三
年
三
月
ま
で
）
鹿
手
袋
五
〇
三

明
治
四
十
三
年
七
月
よ
り
大
正
二
年
七
月
ま
で
）
　
　
″
　
　
二
三

大
正
三
年
五
月
よ
り
同
十
二
年
七
月
ま
で
　
　
）
　
　
″
　
二
六
七

大
・
正
五
年
五
月
よ
り
昭
和
三
年
八
月
ま
で
　
　
）
　
　
″
　
　
二
三

土
合
消
防
組
合

　
大
正
三
年
よ
り
永
堀
藤
三
郎
（
鹿
手
袋
二
六
七
）
土
合
消
防
組
頭
に
就
任
し
ま
し
た
。

大
正
十
二
年
の
大
地
震

こ
の
大
地
震
は
大
正
和
二
年
（
一
九
二
三
年
）
九
月
一
日
午
前
‐
4
二
時
五
十
八
分
に
突
如
と
し
て
関
東
地
方
一
帯

一忿7-
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，
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に
お
こ
り
ま
し
た
、

当
時
の
土
合
村
の
胆
倍
数
約
六
（
三
）
○
雨
ド
六
口
約
㈲
○
○
○
名
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
突
然
の
大

地
震
で
驚
き
あ
わ
て
、
裸
足
の
ま
ま
屋
外
に
飛
び
出
し
た
も
の
の
振
動
激
し
く
、
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

這
っ
て
難
を
逃
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
も
激
し
い
余
震
が
連
続
的
に
起
力
、
村
民
は
た
だ
た
だ
恐
怖
に
戦
く
さ
ま
で
、
こ
の
間
十
日
な
い
し
十
五

日
間
は
庭
先
あ
る
い
は
畑
な
ど
で
蚊
帳
を
張
っ
て
、
皮
は
ラ
ン
プ
に
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
を
用
い
、
露
天
の
生
活
を
よ

ぎ
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

村
内
の
被
害
と
し
て
は
家
屋
の
倒
れ
た
も
の
七
・
ハ
軒
の
程
度
で
し
た
が
、
家
が
傾
斜
し
た
ｈ
７
屋
根
瓦
の
ズ
リ
落

の
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
一
時
は
瓦
葺
を
や
め
て
ト
タ
ン
葺
に
な
っ
た
家
が
多
か
っ
ｔ
Ｑ

で
す
が
、
い
つ
の
ま
に
か
元
の
瓦
葺
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

土
合
の
西
浦
整
理
組
合
　
　
　
ノ

　
大
正
末
期
の
項
、
土
合
北
部
と
与
野
町
の
一
部
地
域
に
於
け
る
耕
地
整
理
が
、
組
合
立
に
よ
っ
て
行
ね
れ
ま
し
た
’

　
当
時
の
組
合
長
は
石
川
猛
で
、
こ
れ
が
事
業
の
完
成
は
昭
和
十
九
年
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
耕
地
整
理
地
域
（
西
堀
ヽ
南
元
宿
ヽ
町
谷
ヽ
道
場
ヽ
栄
租
ヽ
中
島
ヽ
新
開
、
鹿
手
袋
、
高
暇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
面
積
一
四
七
町
七
反
二
畝
二
八
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
与
野
町
大
戸
、
鈴
谷
一
三
四
町
一
反
七
畝
二
九
歩
）－

曹

ｔ
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村
会
議
員

　
村
　
田
　
玉
次
郎

　
永
　
堀
　
高
三
郎

　
田
　
口
　
　
　
貢

　
金
　
子
　
價
　
三

　
榎
　
本
　
寛
　
浄

　
永
　
堀
　
は
　
つ

　
田
　
ロ
　
ー
　
郎

　
田
　
ロ
　
文
四
郎

市
議
会
議
員

　
田
　
ロ
　
友
次
郎

　
永
　
堀
　
恒
　
光

土
合
消
防
団
長

（
任
期

（
　
″

（
　
が

（
　
が

（
　
″

ら

　〃

ら

　〃

ら

　〃

心

　μ

ら

　が

昭
和
四
年
五
月
よ
り
昭
和
七
年
十
一
月
ま
で
）

昭
和
十
年
一
月
よ
り
　
同
十
二
年
四
月
ま
で
）

昭俐

和ご和

争

十
二
年
六
月
よ
り
同
十
五
年
十
二
月
ま
で
）

十
七
年
九
月
よ
り
同
二
十
二
年
二
月
ま
で
）

鹿
手
袋
六
〇
一

が
　
五
五
六

が
　
西
五
五

″
一
五
二
九

昭
和
二
十
一
年
二
月
よ
り
同
二
十
二
年
二
月
ま
で
）
　
　
　
″

昭
和
二
十
二
年
五
月
よ
り
同
二
十
六
年
三
月
ま
で
）
　
　
　
″

昭
和
二
十
二
年
五
月
よ
り
二
十
九
年
十
二
月
ま
で
）
　
　
　
″

昭
和
二
十
六
年
六
月
よ
り
同
二
十
九
年
十
二
月
ま
で
）
　
　
″

昭
和
五
十
年
四
月
よ
り
同
五
十
二
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
十
四
年
四
月
よ
り
同
五
十
五
年
一
月
ま
で
）

〃〃

五
四
四

二
六
七

六
四
一

三
七
五

四
二
六
ノ
ー

四
〇
八

昭
和
十
九
年
よ
り
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
ま
で
金
子
酬
三
（
鹿
手
袋
一
五
二
九
）
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

土
合
婦
人
会

　
こ
の
会
は
昭
和
二
十
四
年
四
月
発
足
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
婦
人
の
教
養
を
高
め
る
と
共

　
に
相
互
間
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
毎
年
行
い
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
　
初
代
会
長
は
当
時
村
会
議
員
を
し
て
い
た
竟
手
袋
の
永
堀
は
つ
で
、
昭
和
二
十
六
年
個
月
第
二
代
会
長
に
田
島

　
　
の
深
井
よ
志
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
両
会
長
共
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

浦
和
市
へ
合
併

　
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
、
土
合
村
、
浦
和
市
へ
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

一息●-



浦
和
西
南
土
地
改
良
区
の
事
業

　
こ
の
施
行
の
認
可
は
昭
和
三
十
三
年
六
月
六
日
で
、
本
事
業
の
目
的
は
農
業
生
産
の
基
盤
及
び
開
発
を
図
り
、
も

　
っ
て
農
業
の
生
産
の
増
大
と
農
業
構
造
の
改
善
に
資
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
事
業
の
総
面
積
社
道
水
路
を
含
め
て
約
百
十
町
歩
の
広
範
囲
で
、
総
事
業
費
一
億
二
百
万
円
余
で
、
・
昭
和
四
十

　
七
年
三
月
事
業
の
達
成
を
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
の
改
良
地
域
は
、
鹿
手
袋
全
域
、
関
全
域
、
沼
影
の
一
部
、
別
所
の
一
部
、
田
島
の
一
部
、
西
堀
の
一
部
で

　
な
お
こ
の
改
良
区
の
理
事
長
は
鹿
手
袋
の
金
子
酬
三
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
記
念
碑
は
、
鹿
手
袋
、
野
方
の
高
沼
用
水
の
・
は
と
り
に
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
会
長
名

　
　
　
昭
和
三
十
年
　
Ｓ
同
三
十
二
年

　
　
　
昭
和
三
十
三
年
～
同
四
十
五
年

　
　
　
昭
和
四
十
六
年
～
同
五
十
年

　
　
　
昭
和
五
十
一
年
～
同
五
十
四
年

　
　
　
昭
和
五
十
五
年
～

鹿
手
袋
の
発
展
状
況

永　田　田　田

堀　口　口　口

村

田

文
四
郎

一
　
　
郎

友
次
郎

恒
　
光

　
　
茂

四
七

戸

数

文
政
五
年

五

七

　ら．

戸

数

明
治
九

年
一
月

八
〇
世
帯
数

昭
和
一－
一十

年
十

月

四
一
一九

人

口

五
一五

世
帯
数

昭

和
四

十
_J
一
－
年

九

月

ぺ七
五
一

人

口

-.-ﾐふ

六

一

八

世
帯
数

昭
和
五
十

年
十
月

五
犬
七
六

人

口

一
一弓

四

六

世
帯
数

昭

和

五

十

五

年

一一
→目

l.
j

晶

人

口
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